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賂力現象が緩和過番に与 える影響を調べる一つの方法 として菊池氏の方法
がある凸* この方法では .系の状態変化の道簸 (path)をい (つかの
par_a-聡terSで指定 して ･磯 率が最大 となるように pathを決定するO こ
うして蓬 められた pat血は ･､孝が平衡虹近い時は藤可逆過春熱力学の諸原理
をみたし,平衡では平衡系統計力学でえられる結果を与 えるニ'こあ方法は最
初 Ismgmode!で β-brass塑合金の緩和現象に適用され 18ethe近似
で長距離相関 と短距離相関の緩和が調べ られたaその結果 ･平衡の近 くで ･
curie点 の上では ,両者は相互に独立の援和週番をたどるが一.curie息
の下 では ,(特に低温で )互いに強 <co･dpleする尊が示 されたQ緩和時
間は .長距離相関の方はCurie点で無限大にな り.短画報相関の方は有限
で連続になる.n 低塩では非常に早 い援和週番 と非常に遅い緩和過程の
superpQSitionで菜わ される凸
･) 良.Xiktlchi Anna一sof phys.哩.127日9占D).
緩一和 過 程 の 理 論 (B)
森 聾 (京大基研 )




次の相転移 の一般的特質と見られるO そこで .その現象論的一般論 および統
計力学的理論を考察 し.%.に強磁性嫁 .反強覆睦体に見られる援和通巻の異
常お宜 び反 強磁性練の常磁性共鳴吸収線の巾の異常を議論 したわ
帯磁率や比熱など応答係数が転移点近傍で無限大に近ず<ことは ,磁化や
エネルギーなど対応 した示量変数の揺ぎが異常に大き(なること.つ まり.
臨界播敢由表現に飽な らない., 転巻点近傍で播 ぎが異常に大きくなる ことは･
っま一り,-エントロピーの覆大点近傍の .エネルギ一面O.由率が異常に小さく
なる.ことに当るO 従って .･平衡点への緩和を導く熱力学的力 (エネ}i,ギー面




カテゴリーに寝するが .しか し.反強褒瞳産 の電気数枚綾の巾の異 常や溶液
の輸送係数の異常は .このような簡単な車柄か らほ出ない乃
蕗界揺動は .更に ミクロなレベルで考えると .スピン(あるいは粒子 )間
の相関が転琴点近傍で Iong.-range.となり･巨視的に隔たった部分の闇に
強い統計的相関が現われることに因る,反強肩瞳体 の常政 経共鳴吸収線の巾
が . 奉移点近傍で異常に大 き<なることは .このスピン問増詞を通 じて.一ス
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と表わせることが示せる., T事≡ T/TN(TⅣ:ネ- ル温乾 ).Cはキユ リ､
-常数 .xは帯磁寒であるoA .スは交換相互作用で決 まる常数であるO こ
のように ,巾はTfq の近 くで異 常に大き(なりうるが .上式はTNの夜 く近
鰭 (T-TN ≦ △TN.△TN: 異方性エネルギ-虹 よる転移点のシフ ト)で
は使 えないO この領域で時 .異方性エネルギーがスピン相関を redlCeする
効果が重要 とな り.TNでは ,近似的に (空AJす義万 石 で与 えられる
有限値を保つこととなるo以上の詳細 および鰐適 した問題の議論は
Buturiユ旦 (1965),548- 555 ;Frog.Theor.Phys.50(1965)I
N0.4を参照 して戴きたい｡
fie5rHe4混合物 の二相 分離の理論
小 野 周 (東大教養 )
Iies-He4の溶萩は0.80K以下の温琴では二相に分鮭することが知 られ




合にっいては710ntroH のスク-ルの姐 radudinなどに よって計算 され
ているが .これからも一次元の場合に相変化がおこることは定性的にいえるE,
ただ この計算の結果だけでは .濃密が等 しいところでおこるということはい
えるが ,濃密の小さいところのエネルギ-の計算を行 うと .二相分韓がある
渡壕範囲でおこることがわかる, (以下小野 ,上甲の計算 )三次元の場合に
も同様な計算を行い .He5-互ie4の場合にっいて計算すると.二相分離の温
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